
第２章 男女共同参画を取り巻く現状

１．統計データから見える岩出市の現状

（１）年齢３区分別人口の推移

本市の人口は、増加傾向で、令和４年には、 人となっています。年齢３区分別の

人口の推移を見ると、年少人口（ 歳未満）と生産年齢人口（ 歳以上～ 歳未満）は減

少し、老年人口（ 歳以上）は増加しています。平成 年には、老年人口が年少人口を上

回り、その差は広がっています。

◆年齢３区分別人口の推移◆

資料：総務省「住民基本台帳」※H7～H25 は各年 3月 31日時点、H26～は各年 1月 1日時点
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（３）５歳階級別人口比の構成

５歳階級別人口比の構成を見ると、全国と比べて、男女ともに０～ 歳と ～ 歳代の

割合が高く、 歳以上の割合は低くなっています。男女ともに ～ 歳代のいわゆる「団

塊世代」及びその子ども世代に相当する ～ 歳の「団塊ジュニア層」が本市のボリュー

ムゾーンとなっています。また、 歳以上では、女性の人口が男性を上回っています。今

後５～ 年は、これらの年齢層の加齢に伴い、更なる後期高齢者の増加が予想されます。

◆５歳階級別人口比の構成◆
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資料：総務省「住民基本台帳」※令和 3（2021）年 1月 1日時点
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（４）未婚者数と未婚率

未婚率は男女とも、 歳代で割合が急速に低下し、 歳代以降も徐々に割合が低下し続

けており、 歳代では９割程度の人が婚姻している状況にあります。

◆未婚者数と未婚率（男女別５歳階級別）◆

（５）合計特殊出生率

本市の平成 年～平成 年の合計特殊出生率（※）は、 で、国及び県と比べて、高

い率で推移しています。

◆合計特殊出生率（ベイズ推定値）の推移◆
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資料：厚生労働省「人口動態保健所・市区町村別統計」
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（６）高齢者のいる世帯の推移

本市の 歳以上の高齢者がいる世帯の全体数は増加で推移しており、特に高齢者の夫婦

のみの世帯とひとり暮らし世帯が増加している状況となっています。

◆高齢者を含む世帯数◆

（７）ひとり親家庭の推移

ひとり親家庭（母子・父子世帯）については、令和２年では 世帯、 年前の 倍

と増加傾向で、そのうち大半を母子世帯が占めています。

◆母子・父子世帯数の推移◆

資料：総務省「国勢調査」
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（８）女性の就業率

女性の就業率について、子育て世代（ ～ 歳代）に注目して見てみると、 歳代の就

業率が減少する、いわゆる「Ｍ字カーブ（※）」の状況が見られることから、結婚・妊娠・出

産等の理由により離職する女性の状況がわかります。

◆女性の就業率◆
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（９）産業人口

男女別産業人口を見ると、男性では「製造業」が最も多く、次いで、「卸売業・小売業」、

「建設業」の順となっています。また、女性では「医療・福祉」が最も多く、次いで、「卸

売業・小売業」、「製造業」の順となっています。

特化係数（※）で見ると、男女ともに「運輸業・郵便業」がやや高くなっています。

◆男女別年齢階級別産業人口◆
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資料：総務省「国勢調査」平成 27（2015）年

第２章 男女共同参画を取り巻く現状

（ ）女性登用の状況

○公務員における管理職に占める女性の割合は、平成 年度で ％（ 名）でしたが、

令和２年度は ％（ 名）と高まっています。全国平均 ％と比べて高くなって

いますが、引き続き、女性職員の登用を進めます。

〇防災会議の委員に占める女性の割合は、令和２年度で ％（ 名）にとどまっていま

す。全国の平均 ％より低く、女性委員の登用を積極的に進める必要があります。

〇審議会の委員に占める女性の割合は、令和２年度で ％（ 名）となっています。

全国平均 ％より低く、更に、女性委員の登用を進める必要があります。

〇自治会長に占める女性の割合は、令和２年度で ％（ 名）となっています。全国

平均 ％より高いですが、引き続き、性別に関わらず自治会長に登用される環境づくりを

進めます。

出典：内閣府 地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況
（市区町村女性参画状況見える化マップ）
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売業・小売業」、「製造業」の順となっています。

特化係数（※）で見ると、男女ともに「運輸業・郵便業」がやや高くなっています。
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第２章 男女共同参画を取り巻く現状

（ ）女性登用の状況

○公務員における管理職に占める女性の割合は、平成 年度で ％（ 名）でしたが、

令和２年度は ％（ 名）と高まっています。全国平均 ％と比べて高くなって

いますが、引き続き、女性職員の登用を進めます。

〇防災会議の委員に占める女性の割合は、令和２年度で ％（ 名）にとどまっていま

す。全国の平均 ％より低く、女性委員の登用を積極的に進める必要があります。

〇審議会の委員に占める女性の割合は、令和２年度で ％（ 名）となっています。

全国平均 ％より低く、更に、女性委員の登用を進める必要があります。

〇自治会長に占める女性の割合は、令和２年度で ％（ 名）となっています。全国

平均 ％より高いですが、引き続き、性別に関わらず自治会長に登用される環境づくりを

進めます。

出典：内閣府 地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況
（市区町村女性参画状況見える化マップ）



２．アンケート結果から見える岩出市の現状

（１）住民意識調査の概要

第５次岩出市男女共同参画プラン策定のための基礎資料とするために「男女共同参画

社会づくりのための住民意識調査」を実施しました。

調査対象者数（配布数） ２ ５００票

回収数 １ ０３８票

回収率 ４１．５％

■回答者の属性について

○性別は、「男性」が ％で「女性」は ％となっています。

○年齢は、「 歳代」が ％と最も高く、次いで「 歳代以上」（ ％）で 歳以

上の回答者が全体の ％を占めています。

○未既婚は、「結婚している」が、 ％となっています。

○家族構成は、「親と子（二世代家族）」が ％と最も多く、次いで「夫婦二人ぐら

し」（ ％）、「一人ぐらし」（ ％）の順となっています。

■報告書の見方

〇図中のｎは、設問に対する回答者数のことです。

〇回答比率は、回答者数（ｎ）を ％として算出し、小数点第２位を四捨五入して表

示しています。そのため、内訳の合計が計に一致しない場合があります。

▪ 調 査 対 象 市内在住の 歳以上の男女

▪ 調査対象者数 ２ ５００人

▪ 調 査 方 法 郵送による調査票の配布・回収

▪ 調 査 期 間 令和２年９月～ 月

第２章 男女共同参画を取り巻く現状

（２）住民意識調査の結果

質問内容
防災活動に関して男女共同参画を推進するために、どのようなことが必要だ

と思うか ※グラフは上位３番目まで

上位３つまでを見ると、「男女とも防災訓練や研修に参加すること」、「女性等に配慮し

た避難所機能」の次に「性別を問わない防災会議への参画」の割合が高くなっています。

現状として、男性の参画の割合が高いことから、女性の参画を推進する必要があります。

質問内容
男女がともに働きやすい社会をつくるために、どのようなことが必要だと

思うか ※グラフは上位５番目まで

上位５つまでを見ると、「育児や介護の休業の取得」、「休暇の取得」の次に、「性別を問

わない家事等への協力」の割合が高くなっていることから、男女平等（※）の観点による家

事の分担等の意識啓発が求められます。
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質問内容 結婚、出産、介護などの転換期に、どのような働き方を選んだか

転換期の働き方を女性の年齢別で見ると、「勤務条件などを変えず、ずっと働いた」

割合について、 歳代では ％、 歳代では ％となっています。結婚や出産等

により継続を希望する女性の就労が制限されないよう、職場や家庭の環境の改善が求め

られます。

《女性・年齢別》
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結婚を機に仕事をやめた 出産を機に仕事をやめた

妊娠を機に仕事をやめた 子どもの小学校入学を機に仕事をやめた

介護・看護のために仕事をやめた もともと働いていなかった

いずれもあてはまらない その他

未回答

（%）
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質問内容
配偶者や恋人からの身体的・心理的な暴力（ドメスティック・バイオレンス

（ＤＶ））について知っているか

ＤＶについて「知っている、言葉を聞いたことがある」は ％となっています。

質問内容
最近、ＤＶやデートＤＶ（※）について、経験したり、暴力を見聞きしたこと

があるか。ある場合、その時どうしたか

「暴力を受けた」＋「暴力を振るった」の割合が ％となっています。直接的な加害

者や被害者を減少させ、暴力のない社会環境づくりを進めるためにも、ＤＶ等に関する

教育や啓発を充実させる必要があります。

また、暴力を受けた・振るった時に「どこにも相談しなかった。または、相談できなか

った」の割合は、 ％です。相談しやすい環境づくりに努める必要があります。
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質問内容
配偶者や恋人からの身体的・心理的な暴力（ドメスティック・バイオレンス

（ＤＶ））について知っているか

ＤＶについて「知っている、言葉を聞いたことがある」は ％となっています。

質問内容
最近、ＤＶやデートＤＶ（※）について、経験したり、暴力を見聞きしたこと

があるか。ある場合、その時どうしたか

「暴力を受けた」＋「暴力を振るった」の割合が ％となっています。直接的な加害

者や被害者を減少させ、暴力のない社会環境づくりを進めるためにも、ＤＶ等に関する

教育や啓発を充実させる必要があります。

また、暴力を受けた・振るった時に「どこにも相談しなかった。または、相談できなか

った」の割合は、 ％です。相談しやすい環境づくりに努める必要があります。
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質問内容
ＤＶやハラスメントへの対策や支援として、どのようなことが必要だと思う

か ※グラフは上位３番目まで

上位３つまでを見ると、「相談しやすい環境づくりや相談窓口の充実」、「子どもがい

じめや暴力を伴わない人間関係を構築するための教育や学習の充実」、「ＤＶやハラスメ

ントに関する正しい知識や理解を深めるための広報・啓発活動」の割合が高くなってい

ます。引き続き、相談しやすい体制の整備、教育や啓発を求められます。

質問内容 ジェンダー（社会的性別）を知っているか

ジェンダーについて「よく知っている」は ％、「聞いたことがある」は ％とな

っています。
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質問内容
「男は仕事、女は家庭」、「女の子とはこういうもので、男の子とはこういう

もの」といった男女で役割を固定した考え方について、どう思うか

市の調査結果は、国の調査結果と比べて、「どちらかといえば反対」＋「反対」の割合

が高くなっています。引き続き、性別による社会的な固定観念や偏見・差別等をなくすよ

う、ジェンダー平等の視点に立った環境づくりを進める必要があります。

質問内容
さらに男女共同参画を進めるため、市がどの点に力をいれるべきだと思うか

※グラフは上位５番目まで

上位５つまでを見ると、「育児や介護サービスの充実」、「男女共同参画の啓発や情報提

供」の割合が高くなっていることから、特にこれらの点の充実に取り組む必要がありま

す。
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（３）事業所調査の概要

第５次岩出市男女共同参画プラン策定のための基礎資料とするために「男女共同参画

社会づくりのための意識調査（事業所）」を実施しました。

調査対象者数（配布数） ５２８票

回収数 ２５３票

回収率 ４７．９％

（４）事業所調査の結果

質問内容 仕事と子育て・介護の両立支援について、どの程度の取組を進めているか

「法定どおり」＋「法を上回る」＋「法を上回り、利用しやすい取組」の割合が、正社

員では ％、非正社員では ％となっています。ワーク・ライフ・バランスの推進

のため、啓発等によりこれらの割合を高めていく必要があります。

▪ 調 査 対 象 岩出市所在の岩出市商工会会員

▪ 調査対象者数 ５２８社

▪ 調 査 方 法 郵送による調査票の配布・回収

▪ 調 査 期 間 令和２年９月～ 月
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法を上回る制度とし、かつ、利用しやすくするための取組を行っている

わからない、対象者がいない

未回答

（%）

（ｎ＝253）
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質問内容
女性の活躍推進や仕事と家庭の両立支援のために取り組んでいることはあ

るか ※グラフは上位３番目まで

上位３つまでを見ると、「年次有給休暇を利用しやすいように配慮している」の割合が

高く、次に「労働時間等の課題について労使が話し合いの機会を設けている」と「職場環

境・風土の改善を図っている」になっています。

質問内容
職場において男女共同参画を困難にしている要因は、どのようなことだと思

うか ※グラフは上位３番目まで

上位３つまでを見ると、「体力や能力の違い」の次に「女性の方が家事等の負担が大き

い」の割合が高くなっています。市民意識調査でも同様の結果であったことから、男女平

等の観点による家事の分担等の意識啓発が求められます。
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３．第４次プランの取組状況

（１）第４次プランの実施状況

第４次岩出市男女共同参画プランでは、５つの基本目標、 の取組により、男女共同参

画に関する様々な事業・取組を推進してきました。本市では毎年度、事業・取組の評価・検

証を実施していますが、本プランの策定に当たり各事業を改めて精査・検討するとともに、

今後の方向性により事業・取組を整理しました。

基本目標 事業・取組数
今後の方向性

拡充 維持 縮小 統合

１
男女共同参画社会の実現に向けた

意識改革

２ いきいきと暮らせる地域づくり

３ 働きやすい環境の整備

４ 安全・安心して暮らせる環境づくり

５ 行政組織内の取り組み

合計

第２章 男女共同参画を取り巻く現状

（２）第４次プランの指標の達成状況

第４次プランにおいて設定した指標の達成状況は、次のとおりです。

策定時から改善に向け推移している項目もありましたが、令和２年からは、新型コロナ

ウイルス感染拡大により予定通り事業が実施できなかったため、多くの指標項目で目標値

の達成には至りませんでした。

引き続き、本プランにおいても新たな指標を掲げる中で、男女共同参画社会の実現に向

け取り組みます。

基本目標 重点目標 項目
計画策定時

年
実績

目標値

年
達成状況

男女共同
参画社会
の実現に
向けた意
識改革

男女共同参画の実現
に向けた啓発の推進
多様な分野での男女
共同参画の推進

男女共同参画の推進の満足度 ％ ％ ％ 未達成

学習活動への参加者数 人 人 人 未達成

いきいき
と暮らせ
る地域づ
くり

まちづくりの男女共
同参画促進
家庭生活の中での男
女共同参画の促進

審議会等（※）委員への女性の登
用率

％ ％ ％ 達成

ボランティアグループの数 団体 団体 団体 未達成

地域防災訓練への参加者数 人 中止 人 未達成

子育て応援企業認定事業所数 社 社 社 達成

地域子育て支援センター（※）

年間利用者数
組 組 組 未達成

働きやす
い環境の
整備

雇用分野における男
女共同参画の推進
就業意欲の形成と就
業能力の開発・向上
自営業・農業等にお
ける男女共同参画の
推進

創業セミナー開催数 回 回 回 未達成

ファミリー・サポート・センタ
ー（※）年間利用者数

人 人 人 未達成

認知症サポーター数 人 人 人 達成

安全・安
心して暮
らせる環
境づくり

あらゆる暴力の根絶
安心して相談できる
環境づくり
自立への支援体制の
整備
多様性を認め、様々
な困難な状況におか
れている人が安心し
て暮らせる環境づく
り
男女共に生涯を通じ
た健康支援

ＤＶについての周知度 ％ ％ ％ 達成

がん検診受診率 ％ ％ ％ 未達成

妊婦検診受診率 ％ ％ ％ 未達成

大阪方面路線バス・岩出市
巡回バスの利用者数

人 人 人 未達成

シルバー人材センターへの
加入者数

人 人 人 達成

老人クラブへの登録者数 人 人 人 未達成

スポーツ施設の年間利用者数 人 人 人 未達成

行政組織
内の取り
組み

行政組織内の意識改
革
女性職員の登用と環
境づくりの推進

審議会等委員への女性の登用率
【再掲】

％ ％ ％ 達成

男性職員の配偶者出産休暇、育
児参加のための休暇の取得率

％ ％ ％ 未達成
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